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名前 日付   月   日

☺

例文中の傍線部を和訳しなさい

▼例文 ▼現代語訳

1 26 先人の説の誤りをあきらむことが正しい学問の道である。 1

2 27 「とみの用事だ」と言って、母が使いを寄こした。 2

3 28 「娘は幼いので成人したらあはせる」と親が男に言う。 3

4 29 身分の高くない女のがりは、偽名を使って恋文を出した。 4

5 30 桜は満開を、月はくまなきをばかり愛でるのは間違いだ。 5

6 31 最上の女を選び出しても、彼はまだあくことがない。 6

7 32 これを聞いて、かたへの者が意見を述べた。 7

8 33 その月のつごもり、恋人が久しぶりに訪ねてきた。 8

9 34 会うことの許されない人にみそかに会った。 9

10 35 夜道をひとりでありく私は、用心しなければならない。 10

11 36 ただひとりでかちより神社へ参詣した。 11

12 37 人にだまされるなんて、私は本当にをこなり。 12

13 38 昼を過ぎるまで寝坊していたとは、我ながらあさまし。 13

14 39 本当のことはあいなしと思うのか、世間の話は嘘が多い。 14

15 40 この若さでこれほどの巧みな歌を詠む歌人はありがたし。 15

16 41 大臣が流罪になると聞いて、人々が集まりののしる。 16

17 42 彼の舞をみながめでて、多くの褒美を取らせた。 17

18 43 大納言は何事にもすぐれ、めでたき方でいらっしゃる。 18

19 44-1 危篤状態を行き来しているので、なほ最期だと思う。 19

20 44-2 人の愚かを見て嘲笑う者はなほ愚かである。 20

21 45 自ら望んだ出家だが、さすがに髪を切るときには涙が出た。 21

22 46 どしゃぶりの雨のせいで約束の場所に行けないのでわぶ。 22

23 47 夫が別の妻を設け、家を出てしまったのをわびしく思う。 23

24 48 はかばかしき歌ではないが、一首詠ませていただきたい。 24

25 49 人の命は短いのに、あたらしくも金や名誉を求めたがる。 25

26 50 出家人にも欲はある。欲をすべて咎めるのはむげのことだ。 26
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